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書ぴの中で伝えりれ 甥しまれて倉たわゆぺうた. " 

匂っか"選ぴ企散を難しみ誌がり もう-dおりぺう

たの良，.味わい臨してみま悼んかo 8/.1llHI向ですの

で 気 ・5にお錯し<t:" I孝弘、

ぐかれめいパーク〉

同の下でゲームや貯金裂しむ広場

〈体峨コーナー〉

竹とんぼ医飛行慢などおも包哨り叫札のぞ

eかりくりもあ"サ.

" そび.人の・.，

必ず玉 .やとりはどの伶あそびを灘しむ節眼

〈ふれ.いステーヅ〉

いろ同肋らぺうM 聞いてトて島日一山.ー

のヨーナー.タイズ.ゲームも.びだし差す.

〈わbぺうた実白昼〉

奈Lいわりぺう M 闘です.

問い合わせ叫は叫興関図(酎 18 2 0)へ.



奈良市職員募集
身体障害者を対象とした選考試験も災施

刊 s
蜘叫身岬叫書H問奮軒悶を柑叫対嶋.像酎良HとL凶た.刷叩..  開員附叩縁酬叩用問山週胴考叩醐即金叩叩岡酬問昨崎剛献に=行吋、岨まHす.

曲目創刊"から山8までに叩人間融市 閉山か字削L

てくP-iきい
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叫.語大曲集"人制l間 短 大醐専

門 o健闘 --fin t>叩臥 o明
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市 健 所D34-1l1l絢 子S凋二象大腸陶ー了目，-，・お知ら世

ゴミ処理の方法
知っていますか
家庭から附されるゴュ凶 市が.料で処理唱しで

いますが剖W 耐かり削M ゴミ"市で"

.貧民し玄せん，引 q 鑑 Lゴミ 底本のぜんJiõ r~ t' 
で4 約三刊に幽るゴミ闘で収臥叫ん.

これ拍ゴミ除、 D抑制問細工絹〈目

玉 1日"へ栂人するか、 4晴の 績騰・物取.

..建荷に.領してく t!:Jい. これ bの.1t11、
抑制 慢 げ て 刊で牌衡の収集輔をff.，
てい.す園

" 、浄化帽の市街婦"浄化帽t告で毎与 l回くi'

1I .， J!， J町式の浄化槽"おおむね"う月ごとに 1困
以上〉策組することが..づけりれてい三すので、

ヰの存可を受111~tillの浄化槽靖婦黛野可集積ヘ
依領しで〈ださい.

般薦議刷処分亭愈科

0--脚働ら一時的措に帥:f!{，f同市

酬 "IWへ叫H 渇合IJ.， I剛 志で"無

肘以上幽分. ."につ柑内叫隻.

O開ゴミ刊射 が問 問へ 附る

混合11，IOkgl~?~剛州.，す.

餌い倉わせ

叩 英 国への…….
可制について低企画叫(山1)". 
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このように電算機を利用しています
j!;でほ鋤酬な行師肝行うため柑のー簡

をコンピa タ金使，て処圃Lています. これによう

で_.u輔の日一 九プ加各聞 のす

Y ラo 化はど、市民φーピスの向上も"か噌ていま

す.

このヨ〆ピ=ータ岨Zきれる個人の柳川「融市

首臨困問。』恥個人柵の傑謹に闘する条例Jが

よ可て保.されています.

..、 r析がヨンピa ータで処置してい..務"下畿

のとおりです.

コ ン ピ ユ タ 処 理 し て 、、 る lIt 務

-汎 周電 子計 算岨によるもの
韓、所補現誕掴量 や生活蝉麓量薗値陣轟者世帯名棒、査結台

。圃民蝿雌層構科‘レセプト周里量葡恒揮 置、.定・帯止 ・阻止過掴

心並民".-也畳叫往民"耐・印量量曹世 憤者名揖、保障凪掴台帳、柏村遍如、 納" や国書瞳童書 薗害統計‘ B峰、貸出恒輔、

民軍 ー佐畳舛佐民記岬、 印':，1'1.1'証明、昨 組合岨Z崎、高層副書 盟副骨一電車

国人畳岨 や圃民司量憎検特・帽量年量章構量保憤昔
.パーソナルコンビュ-，によ畠もの

。直司降車座 盟事人名・、人崎曙 名園、嗣付圃合H名.、所得里提唱担血量

O'人式;Jll...ll人式通園 掴昔、納付遍恒 0・事覇 ・車戸園田揖司..冊 障覇 '.戸膏四

。市県民届 e 凶定量産腿・直却..-桂人市 N聖人医直掴祉 ・レ.プト岨且竃唖 .人革 検鋼島

民民・蝿R圃車匝軍曹 盟慎ft幅、.卑属杭 .台帳‘匪醐証、高酎』申告陣、敬老金 ‘恒 。車由冒周埴区別ー世周膏訓告睡、圃壇佐用

担県圏、副担温畑、車種、幅轟轟 台 岨 持.車直E酷当Z揖 。畠種融1宵指帽童書畳字世ごとι吾種世宵

。収納・靖込里膏市樟・ 同副ー年金串耐嗣 。樺宵耳冊 目植骨児童向.司時四軒融車骨量h 柑咽晶画科を作属

日比屠酬岨里、口座蝿首、納昌組企畠且 人所前定調旬、措置費宜井由岨 o老人樟量槽置曹量曹 人隔世民車、納入量

.置圃帯 。下水遭受益官負担l金車時申骨胃、匝盟置 町、固定

o畠置"占盛圃‘値圏睡眠量商品圃F町撞 .，.定嗣λ岨畑 0>1、作埴由岨・轟地転周量曹 地区別台帳膏

糟・置雌普壷画担司乳児・1曲4脂月見開草 。位宅軒轟慣金宵付‘置轟担割貸付金 ・慣 里、畠埴転用

o.入， -量宇賢助量骨量λ牢・舵宇量助 量金台帳、納入量知 。ひとり揮し老人時曹急遍帽シ又，ム畢輔

置Z圃、 虻.，量動盟車、口隆駈軒檀帽曹 。上下ホ直科豊富島 上下車温使用曹、量水 対車肯畳蝉

0<自陣醐瞳惰 醐見"陣、人剛判‘障問科 置曹ヲl構 Offi宮間宅曹瞳島情~唖台蝿司圃定 ' .踊 ー
。~.草量圏直1!lA!.;位詰当"，掴 o車置岨阜菅理車骨随*量置工事古蝿 置量調量目

。惇論調官軍高官副司青草明暗記陣
-オフィスコンビュ-，によるもの

。車道陣踊工事賢車冊岡入量阻曹、町宮明

。.量手当 ・栴檀E値下ヨ.. 見宜1'.~ t. •• 
以山l'
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